
第 9回生ごみリサイクル交流集会 in多摩 2017 ダイジェスト 

生ごみを地域で活かそう！                   2017年 6月 24日（土）  

地域の資源循環ネットワークをつくろう！           国分寺労政会館 
  

「生ごみリサイクル交流集会 in多摩」は、毎年 6月に開催しており、今年は 9回目になります。今

年も大勢の方々に参加していただき、ほぼ満席の盛況でした。 

今回は、注目されている町田市のバイオガス化施設の導入について、当初から中心になって進めてこ

られた田後さんから、導入の経緯や導入計画の内容などを詳しく伺うことができました。 

また、環境省から、家庭生ごみを含む食品ロスの発生状況や、各方面での食品ロス削減の取り組みに

ついての最新情報を豊富に提供していただきました。 

 一方、市民団体からは、市民と行政が連携し、4つの手法による生ごみ減量を推進している「江東区

生ごみお宝倶楽部」と、さまざまな現場で生ごみ堆肥化とその活用に取り組んでいる「クリーンむさし

のを推進する会」の報告がありました。 

 

【コラム】バイオガス化の処理方式の比較 

＜湿式と乾式の比較＞ 

 湿式 乾式 

処理対象物 生ごみ 生ごみ・紙類・剪定枝 

収集方法 分別収集 可燃ごみとして混合収集し、機械選別 

希釈水量 ごみ 1t当たり約 2㎥ ごみ 1t当たり約 1㎥ 

固形分濃度 6～10％ 25～40％ 

発酵温度 中温（約 35℃）、高温（約 55℃） 高温（約 55℃） 

ガス発生量 ごみ 1t当たり約 120㎥ ごみ 1t当たり約 150㎥ 

長所 ・機械などの駆動部が少ないため、電力の消

費が少なく、メンテナンスコストが低い。 

・消化液の液肥化や発酵残さの堆肥化が可能。 

・排水量が少なく、排水処理コストが低い。 

短所 ・排水量が多く、排水処理コストが高い。 ・施設の必要面積が大きい。 

・駆動部が多く、電力消費が多い。 

・発酵残さが多い。 

国内実績 中温発酵 14ヵ所、高温発酵 4ヵ所 高温発酵 3ヵ所 

 

＜中温発酵と高温発酵の比較＞ 

 中温発酵 高温発酵 

発酵温度 約 35℃ 約 55℃ 

発酵日数 20～25日 10～15日 

長所 ・メタン発酵菌の種類が多いため、原料の変

動に強く、維持管理が比較的容易。 

・ガス発生量が多い。 

・発酵槽の容量を小さくできる。 

短所 ・発酵槽の容量が大きくなる。 ・加温に必要な熱量が大きい。 

・メタン発酵菌の種類が少ないため、原料の

変動に注意を要する。 

 

＝作成 小野寺 勲＝ 

作成：小野寺 勲
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生ごみリサイクル交流集会 in 多摩2017

生ごみを地域で活かそう！

地域の資源循環ネットワークをつくろう！

第9回

　「生ごみリサイクル交流集会 in 多摩」は、毎年 6月に開催しており、今年は 9回目になります。

今年も大勢の方々に参加していただき、満席の盛況でした。

　今回は、注目されている町田市のバイオガス化施設の導入について、当初から中心になって進

めてこられた田後さんから、導入の経緯や導入計画の内容などを詳しく伺うことができました。

　また、環境省から、家庭生ごみを含む食品ロスの発生状況や、各方面での食品ロス削減の取り

組みについての最新情報を豊富に提供していただきました。

　一方、市民団体からは、市民と行政が連携し、4つの手法による生ごみ減量を推進している「江

東区生ごみお宝倶楽部」と、さまざまな現場で生ごみ堆肥化とその活用に取り組んでいる「クリー

ンむさしのを推進する会」の報告がありました。

ダイジェスト

６月 24 日 ( 土 )
国分寺労政会館

【コラム】バイオガス化の処理方式の比較
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武蔵野市における生ごみ堆肥化とその活用事例報告

クリーンむさしのを推進する会 代表　志賀和男 さん・今木仁恵 さん

　武蔵野市では農協に加盟している農家が
約 40所帯まで減少。生ごみ堆肥を農地で活用す
ることはほとんどできない状況ですので、民・民中心で
活用できる場所を探ってきました。
　その結果、そうした現場が一昨年の生ごみリサイクル
交流集会での発表時には５ヵ所でしたが、今は 9ヵ所に
なりました。数もさることながら、現場の立地も変化に
富んでいます。当会のサポーターたちが活躍するそんな
現場のいくつかを報告します。

　吉祥寺南町・東町では野菜も人も育てる

　2008 年から民有地、市民農園、福祉施設などで生ご
み堆肥化と野菜作りを行っています。
　「生ごみからおいしい野菜を作れる人」「よい食品を選
んで自分の食事を作れる人」を育てることに主眼を置
き、保存食作りや地域での食のパーティなどまざまなコ
ラボレーションを進めています。

　「まちの保育園」の屋上菜園と花壇

　2014 年開設の、地域との
つながりを重視した保育園。　　
　園児が家庭から持ってきた
生ごみと給食残渣の堆肥化、
屋上での野菜作り、花壇作り
を当会でサポートしていま
す。先生と園児に自主的に勉
強してもらい、自分たちだけ
でできるようになることを目指しています。

　新クリーンセンター屋上・ベジタブルガーデン

　平成 29 年４月に本格稼働したごみ処理施設「武蔵野
クリーンセンター」。屋上に施設運用会社と当会との協働
事業で、生ごみ堆肥活用ガーデン (150㎡ ) ができました。
　日々の作業をしているのは応募した市民です。今の
ところ現場に生ごみ堆肥化施設は置いてありませんが、
近々設置する予定です。

　市と協働で３Ｒ連続環境講座

　今年で３回目となる市の環境部
ごみ総合対策課と当会との協働事業。　　

　 6ヵ月の講座で、前半は段ボールコンポ
ストを中心とした座学、後半は市民農園「緑町コンポス
トガーデン」（官・民の協働運用）での実践。

　障がい者デイケア施設「山びこ」でぼかし生産

　有償での作業が少ないとのことで、ぼかし生産は歓迎
され、デイケアの利用者さんと職員で行っています。
　製品は、市役所の売店、コミュニティセンター、イベ
ント会場などで販売されてます。

　花屋さんから「古土リサイクル」の依頼
　
　市内の花屋さんから「鉢植えの古土を生ごみ堆肥でリ
サイクルしたい」という声が挙がりました。
　プランターで試験した結果、生ごみの土ごと発酵で野
菜も花も大変良い結果が得られました。今後、営利企業
と市民団体でどのように手をつないでいくか思案中です。

　境南小学校のちびっこ農園

　平成 26 年３月開始。生ごみ提供のサポータは
現在は35所帯、通算で約８tの堆肥ができ、ちびっ
こ農園と周辺の公園に提供しています。

　二つの高齢者施設での取り組み

　「ぐっどういる境南」では、屋上菜園での生ごみ
堆肥化と野菜畑・花壇の運用を、１年前からの試験栽培
を経て今年３月から本格的にスタートさせました。堆肥
化はキエーロ方式の木箱に黒土を入れて行っています。　　
　活動は、高齢者の地域包括ケアシステムの視点を求め
られ、利用者さんも作業に関わっています。
　また今年５月にオープンしたばかりの「とらいふ武蔵
野」では、今後隣接の公園内に生ごみたい肥を活用した
畑を開設して行く予定ですが、当会のサポーターが手
いっぱいの状況で、近隣市民の協力が不可欠です。

　　　　　　　　　　　　　　≡まとめ：志賀和男≡
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　施設整備事業の概要

　2011 年 4 月に策定した「町田市一般廃棄物資源化基
本計画」では、2020 年度までにごみとして処理する量
を 40％削減することを目標とし、家庭から出る生ごみ
の 100％資源化を推進することとしました。
　このため、生ごみのバイオガス化施設を導入して、発
電などエネルギー利用を進める一方、老朽化が進んでい
る焼却施設の建て替えでは、新たな施設は高効率ごみ発
電施設とするとともに、施設規模を現在の 476 ｔ / 日か
ら 46％縮小して 258 ｔ / 日とします。
　また、不燃・粗大ごみ処理施設も建て替え、施設規模
を現在の 70 ｔ / 日から 47 ｔ / 日に縮小します。　

● 建設地：町田リサイクル文化センター
● 処理対象物：可燃ごみ、不燃ごみ及び粗大ごみ
● 処理能力：焼却施設 258 ｔ / 日（129 ｔ / 日× 2基）
　　　　　　（スト―カ炉、高効率発電（17％以上））
　　　　　　バイオガス化施設 50 ｔ / 日
　　　　　　（機械選別、高温・乾式）
　　　　　　不燃・粗大ごみ処理施設 47 ｔ / 日
● 事業方式：ＤＢＯ方式（公設民営方式）
● 事業期間：施設整備 2017 年 7 月～ 2024 年 6 月
　　　　　　施設運営 2022 年１月～ 2031 年 3 月
● 事業費：施設整備費 270.8 億円
　　　　　（うちバイオガス化施設分は約 25 億円）
　　　　　施設運営費 157.0 億円 /10 年
● 供用開始予定：2022 年 1 月

　バイオガス化施設導入の経緯

◆「ごみゼロ市民会議」での検討
　　　　　　　　　　（2006 年 10 月～ 2008 年 10 月）

　町田市では、容器包装プラスチックの資源化施設の建
設をめぐって、市の説明不足から市民の合意が得られ
ず、2005 年 12月にいったん建設計画が凍結されました。
こうした状況を踏まえ、市が市民に呼びかけ、「ごみに
なるものを作らない・燃やさない・埋め立てない」を基
本方針として、市民が主体となってごみ減量・資源化の

方策を検討するため、2006 年 10 月に「ごみゼ
ロ市民会議」が発足しました。
　「生ごみ部会」「廃プラスチック部会」「その
他資源化拡大部会」の 3つの部会と 2つのプロ

ジェクトチームが設けられ、部会の下には 11 の
分科会がつくられました。134 名の市民委員が 280 回
に及ぶ会合を重ねるとともに、さまざまな実証実験を行
い、翌 2007 年 11 月に、家庭生ごみ全量資源化の推進、
プラスチックごみの減量・資源化への取り組みなど 6
項目の提言がなされました。
　生ごみ部会の分科会の一つとしてバイオガス化研究
分科会があり、家庭生ごみ全量資源化の提言には、生ご
みの直接収集によるバイオガス化の検討も盛り込まれ
ています。

◆「町田市一般廃棄物資源化基本計画」の策定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2011 年 4 月）

　市は、「ごみゼロ市民会議」の提言を受けて、2009 年
6 月に「町田市廃棄物減量等推進審議会」を立ち上げ、
10 年先を見据えた町田市の一般廃棄物処理の基本とな
る「町田市一般廃棄物資源化基本計画」の策定を諮問し
ました。審議会では、ごみ減量・資源化に向けたさまざ
まな課題が検討されました。
　市は、2011 年 3 月に審議会から答申を受け、翌 4月
に計画を策定しました。
　計画では、「ごみになるものを作らない・燃やさない・
埋め立てない」の基本理念の下に、2020 年度までにご
みとして処理する量を 40％削減することを目標として、
次の 5つの基本方針を実現するための施策を推進する
こととしました。①には、バイオガス化施設の導入も盛
り込まれました。
　①家庭から出る生ごみの 100％の資源化を推進する。
　②プラスチックごみの減量・資源化を推進する。
　③市民、事業者、行政の協働を進める。
　④次世代型のリサイクル施設を整備し、ごみ処理の円　
　　滑な運営を進める。
　⑤ごみの発生抑制と排出抑制の取り組みを進める。
　
　バイオガス化施設導入計画の策定
　
◆「町田市資源循環型施設整備基本計画検討委員会」
　　での検討　　　　　（2011 年 5 月～ 2013 年 2 月）

　「町田市一般廃棄物資源化基本計画」を受け、新たな

町田市におけるバイオガス化施設導入の経過

町田市 環境資源部 資源循環課 担当課長　田後眞人 さん
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施設の整備基本計画を策定するため、2011 年 5 月に、
市民、事業者、学識経験者で構成する「町田市資源循環
型施設整備基本計画検討委員会」を設置しました。
　検討委員会では、全体会の下に、2つの専門部会を設
けました。「整備基本計画専門部会」は、施設の規模や
処理方式の調査研究を行い、施設内容の原案を策定しま
した。「建設候補地選定専門部会」は、建設候補地の選
定基準を定め、候補地の優先順位を点数付けして、候補
地評価の原案を策定しました。
　また、報告書に多くの市民の意見を反映させるため、
3回の意見募集を実施するとともに、市内全域の 7会場
で延べ 14 回の意見交換会を開催しました。

◆ 生ごみバイオガス化試験

　バイオガス化施設の処理方式としては乾式を
選択し、市内で収集した可燃ごみをすでに稼働
している乾式のバイオガス化施設に持ち込ん
で、生ごみと紙類を機械選別する試験を 1年間
行いました。その結果、生ごみと紙類は 95％
以上（生ごみは 100％、紙類は約 60％）回収
できることが確認されました。
　また、実験室で行った、生ごみと紙類をメタ
ン発酵させる試験では、国の基準のガス発生量
と都市ガス並みのメタンガス濃度が確認されま
した。

◆「町田市資源循環型施設整備基本計画」　　
　　の策定　　　　　　　　（2013 年 4 月）

　検討委員会の報告を基に、2013 年 4 月に「町
田市資源循環型施設整備基本計画」を策定し、
新たな施設として、焼却施設、バイオガス化施
設、不燃・粗大ごみ処理施設を、町田リサイクル文化セ
ンターに一体整備し、資源ごみ処理施設を市内 3ヵ所に
分散して整備することとしました。
　なお、バイオガス化施設を導入し、処理方式として乾
式を採用することに決定したのは、主に以下のような理
由によります。
＜バイオガス化施設の導入理由＞
・生ごみの全量自家処理は困難。
・生ごみを堆肥化しても、市内農家の受け入れ量は限
られる。

・生成するメタンガスは、発電以外に、ＣＮＧ（圧縮
天然ガス）車の燃料などにも利用できる。

＜乾式方式の採用理由＞
・生ごみ以外の紙類も処理でき、ガス発生量が湿式よ
りも多い。

・希釈水量が少ないため、取水量や排水量が湿式より
も少ない（近くには河川がないので重要要件）。

◆ 整備する施設の概要

　バイオガス化施設では、可燃ごみの中から生ごみと紙
類を機械選別し、それを発酵槽に送って高温（約 55℃）
でメタン発酵させます。生成するメタンガスは、ガスエ
ンジン発電機による発電やＣＮＧ車の燃料として利用し
ます。剪定枝は、可燃ごみとして収集していないので、
処理対象外です。
　選別残さは、隣接する焼却施設で焼却します。発酵残
さは、脱水して焼却施設で補助燃料として利用し、排水
は排水処理設備で処理します。なお、発酵残さの堆肥化
は、現段階では異物が混入していて難しく、今後の課題。

　市民との合意形成

　バイオガス化施設の安全性について市民の理解を得る
ため、2011 ～ 2015 年度の 5 年間に、説明会等を 192
回開催し、3,091 名が参加しました。

　周辺住民会議

　2013 年 10 月に、周辺自治会・町内会の代表 16 名で
構成する「町田リサイクル文化センター周辺地区連絡会」
を設置しました。2017 年 5 月までに 14 回開催し、施
設の配置計画、車両の動線計画、焼却施設からの排ガス
の自主規制値、要求水準書に係る事項などを協議してき
ました。　　　　　　　　　

　≡まとめ：小野寺 勲≡

一体整備のイメージ図
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食品ロス削減と 食品リサイクル推進に向けた取り組みの最新事情

環境省 廃棄物・リサイクル対策部企画課 リサイクル推進室　薄木 航
わたる

 さん

　食品ロスとは、食品リサイクル法では本来食べられる
のにも関わらず廃棄されている食品。事業系と家庭系に
大別されます。事業系とは工場から出る規格外品（印字
ミスしたもの、社内の製品基準に届いていなかったもの
など）、返品（スーパー等で売れず返された）、小売店で
の売れ残りや外食産業での食べ残し等です。
　家庭から出る食品ロスは、手つかず食品、食べ残し、
過剰除去等。過剰除去とは大根等の皮のむきすぎや鶏肉
の脂身を捨ててしまうことなどです。

◆
 
食品廃棄物及び食品ロスの発生状況（平成 26年度推計） 

　食品ロスの量は平成 26 年度では事業系では年間 339
万 t、家庭系からは 282 万 t で合計 621 万ｔ出ています。
　食材を全体でみると、食用仕向量として国内外から
8294 万ｔ入ってきています。これには、不可食部など
も含まれており、例えば、ケンタッキー・フライドチキ
ンの例では、骨は不可食部で、肉は可食部。肉のついた
骨を捨てると食品ロスになります。
　食品由来の廃棄物が 2775 万トンですので、入ってき
た量の約 1/3 が廃棄物になっています。このうち食品ロ
ス（可食部）は 621 万ｔです。これは１人当たり１日
138g に当ります。国連が世界に食料援助している量は、
2014 年で 320 万 t なので、ほぼ倍の量が食品ロスとし
て捨てられていることになります。
　食品ロスの増減については、家庭系は微減で、事業系
はほぼ横ばいです。（下表参照）

食品ロス 家庭系 事業系
平成 24 年度 ６４２ ３１２ ３３１
平成 25 年度 ６３２ ３０２ ３３０
平成 26 年度 ６２１ ２８２ ３３９

　食品リサイクル法によって食品廃棄物と定義している
ものは「食品産業から出ているもの」を指します。食品
工場、卸業者、スーパー、コンビニ、外食産業等で、こ
こではリサイクルが結構進んでいます。

　例えば、飼料、肥料にしたり、メタン発酵で
ガスを燃やして発電したり、油にしたり等。
食品事業者系の廃棄物は 85％がリサイクルされ

ていますが、家庭から出る食品廃棄物は９割方が
焼却埋め立てされているのが現状です。自治体で肥料化
施設やメタンガス化施設を持っていたり、民間のそのよ
うな施設を利用したりするところではリサイクルされ
ていますが、全国的には少ないのが現状です。

◆ 家庭からの食品ロス排出状況

　食品ロスの中身を見てみましょう。
　京都市で平成 19 年から毎年とられたデータでは、手
つかず食品の約 1/4 が賞味期限前に捨てられています。　
　3年前の農林水産省食品ロス統計によると、世帯員構
成別では、単身、2人世帯が多い傾向。3人以上子供の
いる家庭は少ない傾向にあります。食品別食品ロスで
は、過剰除去が多い野菜果物魚肉等で食品ロスの率が高
い結果になっています。
　食品管理者（家庭で食材の購入、調理など主に行う人）
の年齢別の食品ロス率では 30 代、40 代、50 代の働き
盛りの方々のロスが少なく、20 代、60 代で食品ロスが
増えてきます。

◆ 国際的約束で減らしていく食品ロス

　国連の「持続可能な開発のための 2030 アジェンタ」
がおととし９月採択されました。2030 年までに小売・
消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の廃
棄を半減させ，収穫後損失などの生産・サプライチェー
ンにおける食料の損失を減少させることが掲げられて
います。

◆ 食品ロスが環境に与える影響

　食品ロスはまた、食品を作るための膨大なエネルギー
を無駄にしています。食品ロスの削減というのは、単な
るごみの減量ではなくて、食品が私たちの元に届くまで
に費やされたエネルギー、水資源などの削減になるとい
うことで、波及効果が大きく、環境問題の面からも国際
的にも日本でも食品ロスの削減が注目されています。
　環境省では、これまで「何となく環境にいいだろう」
ということで実践してきた３Ｒ行動の環境負荷削減効
果が、数値でわかる、「３Ｒ行動見える化ツール」を公
表しています。

　食品ロスをとりまく状況

単位：万 t
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　事業者等の取り組み

◆ 賞味期限の延長

　過剰な安全率に対し、もっと科学的な知見に基づいて
冷静に賞味期限をみてみようということで、賞味期限の
延長や、賞味期限を「月日」ではなく「月」表示にして
管理を簡素化し食品ロスも減る取り組みも行っていま
す。

◆ フードバンク活動

　食品製造業から印字ミスや作り過ぎ、規格漏れで出る
食品ロスを、食べ物に困っている人の手にわたそう、と
いうのがフードバンク活動です。
　セカンドハーベストジャパンが一番有名ですが、慈善
事業として寄付するなど、恵まれない方々に提供すると
いったことが全国で始まっています。
　食中毒のリスクを少しでもなくすため「フードバンク
活動の手引き」を公開しています。去年 11 月に開催さ
れた「もったいないを見直そう～食品ロス削減シンポジ
ウム」で事例発表も行っています。

　地方自治体の取り組み

◆ 八王子市

　東京都の八王子市（50 万人都市の中で、一人一日当たりの
廃棄物排出量が一番低い）では食品ロス削減プロジェクトを
展開しています。八王子市の食品ロス量は 4900t です。
　「食品ロスを考えよう」と広報で呼びかけたり、地元
の大学の授業で取り上げたり、市内に食品ロス削減を訴
えるポスターを張り出したりしています。
　コンセプトとして「ハートに訴えて食べきってもらお
う」と食品ロスの取り組みは消費者の皆さんの意識行動
に負うところがあって、そういったところにいかに訴え
られるかということが私共を含め各自治体が工夫を凝ら
しているところです。

◆ 京都市

　京都市では食品ロスの排出量ピーク時の 9.6 万 t（平成
12 年度）から平成 32 年度までに半減（5万 t）する目標
を掲げました。
　国として食品ロスの削減目標を立てるための施策内容
を把握できていないので、このように食品ロスを毎年計
測し、かつ半減目標を立てている自治体があるというこ
とは国全体の目標を設定するにあたって、非常に強い後
押しになっています。

◆ 神戸市

　神戸市では家庭系ごみを１人 1日当たり 50 ｇにする
のが大枠の目標ですが、食品ロスに関しては１人 1日当
たり 17 ｇ減量する目標を立てています。関東の方でも
この様な事例が増えてほしいと考えています。

　食べきり運動いろいろ

　自治体の活動として「全国おいしい食べきりネット
ワーク」というのがあります。
　参加自治体の食品ロス削減の施策内容やノウハウを
シェアしようという趣旨で行い、消費者庁とも連携して、
食べきり・使いきりレシピをクックパッドで公開してい
ます。忘年会・新年会のシーズンに「全国おいしい食べ
きり全国共同キャンペーン」をはって、各自治体で取り
組んでいます。
　環境省の取り組みとしては、スーパーには使い切り食
材販売の要請をしています。また、学校給食から出てく
る食べ残しを減らそう、リサイクルしようというモデル
事業を行っています。
　また波及効果の大きい食育には環境省として特に関
わっていきます。子どもに教えることで、家族に伝えら
れます。食品ロスについて勉強したり、食べ残しから作っ
た肥料を使って野菜を作る授業をすることによって、給
食の食べ残しが減る結果が出ています。
　去年は千葉の木更津市と京都の宇治市での食育の事例
が成果を上げました。内容を各自治体で共有し、それぞ
れ工夫を凝らしてもらって、広く展開できればと思って
います。
　長野県松本市では「残さず食べよう 3010 運動」を展
開しています。「宴会で乾杯後の 30 分は料理を食べま
しょう。お開きの前の 10 分間も自分の席で料理を食べ
ましょう」というのが活動の主旨です。
　また家庭に向けては「毎月 10 日と 30 日は冷蔵庫ク
リーンアップデー。冷蔵庫の中をチェックして空にしよ
う」という運動もしています。この活動には環境省も乗
せてもらい、3010 運動普及・啓発のＰＯＰを作り、環
境省のＨＰでダウンロードできるようになっています。
　今年は 10 月 30・31 日に、第 1回食品ロス削減全国
大会を長野県松本市で開催します。食べきりネットワー
クの大会も一緒に開催して、食品ロス削減の機運を高め
たいと思っています。みなさん、どうか松本へ来ていた
だき、食品ロスの最新情報を得ていただければ、と思い
ます。　　　　　　　　　

　　≡まとめ：多田 眞≡　　　
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　先ほど、町田市の田後さんから、ついに生ごみをバイ
オガス化するという発表をお聞きし、夢のようなことが
可能になるんだなぁと思いました。江東区も検討したん
ですけれど、家庭での自家処理の方向に行きました。私
はそこに携わった市民としての立場から発表させていた
だきます。

　江東区のごみ処理の現状

●  人口が 50 万人に急増したがごみ量は減少。集合住
宅は 86.4％に。

　2015 年度の区収集ごみ量 91,401 ｔ、1 人 1 日あた
り 498 ｇ（2006 年度は 663 ｇ）。

 　江東区の生ごみ減量事業の経過と
　　　　　　　　　生ごみお宝倶楽部の結成 

◆ 自家処理の検討、4つの手法に決定
●  2010 年度に、区は自家処理推進の方向性決定。
●  2011 年度、当時の清掃リサイクル課の課長から、
家庭での生ごみ自家処理（減量化）の事業計画作
成について協力依頼が来ました。

●  江東区に合う方式を検討し、市民講師が手配できる
次の 4つの手法に絞りました。
キエーロ、森のしくみ、ダンボールコンポスト、
ＥＭ堆肥化。
「森のしくみ」とは、バケツを使って、乾燥腐葉土
で生ごみを処理する方法。

◆ 2012 ～ 2014 年度「生ごみ減量モニター事業」
●  モニターに資器材の無料提供、事業説明会、講習会
3回、何でも相談会、成果発表会を実施。

●  モニターは、生ごみの計量、アンケート、まとめの
報告書を提出。

●  2013 年に区民講師、モニター修了生で「生ごみお
宝倶楽部」を結成。

●  区長や清掃リサイクル課長が実践者になり、力強い
推進役に。

●  3 年間のモニター登録数は、2012年度 46世帯、　
　13 年度 75 世帯、14 年度 176 世帯。
　　●  継続していくためには ①いつでも相談で
きる窓口　②一緒に取り組める仲間がいる　

③資材を容易に入手できる
…という共通認識ができています。

◆ 2015 ～ 2017 年度「生ごみ減量推進事業」へ　
●  団体を主体に 500 世帯を目標にしたが、合意形成
が難しく途中から個人を主体に。

●  2016 年度以降は目標を 200 世帯に変更　2015 年度
169 世帯、2016 年度 187 世帯。

 　生ごみお宝倶楽部の活動

　目標は「行政と連携して、広く区民に生ごみ堆肥化の
魅力を伝え実践者を広める」こと。

◆ 江東区の事業と連携
●  生ごみ減量推進事業のサポート、環境フェア・区民
まつりでの啓発。

●  「何でも相談会」。
●  生ごみ堆肥植物育成区画（お宝ガーデン）で花の栽培。
●  ハンドブック「あなたも始めてみませんか～生ごみ
減量 4つの方法」作成（2015 年）。

◆ 独自の活動
●  会員の交流と親睦会（収穫祭、芋煮会など）。
●  「生ごみお宝通信」の発行（年 4回）。
●  生ごみ減量の資器材調達とアドバイス。
●  他地域の団体との交流、見学会。
　　

　今後の取組みと課題

●  3 年の事業は終了したが、今後も続けていけること
に。が、一挙に広げることは難しく、地道にコツ
コツと。無料貸与の限界もあり、どう展開してい
くか検討課題。

●  区の事業が縮小されるようであれば、「定期的な相
談窓口の開設」「気軽に参加できる講習会」を区と
連携して行う必要もあります。

●  ホームページの開設。　
≡まとめ：江川美穂子≡

市民と行政が連携して 生ごみ減量大作戦！

江東区 生ごみお宝倶楽部　伊藤ゆり子 さん


